
第 4 章 福 祉 衛 生

1 国 民 健 康 保 険

(1)総 括

国保事業は,皆保険達成以来,国の抜本的対策により,急速に充実と発展を遂げ,昭和5 8

年1 〇月1日から,世帯主の7割給付が実施さね,さらにふ昭利4〇年1月1日,県下に先か

けて全被保険者の7割給付を実施した。しかし. 7割給付に伴う保険税の増額あわせて国庫負

担も大幅に増額きれたが.なお,保険財政規模は年々拡大し.年を重ねるごとに財政運営の困

難が予想される。.したがって.今後財政運営については;給付の改善.完全な医療保障制度の

確立に期待している。

これに瞳接関係のある保険者においては.この制度を理解しj検診等による早期発見.早期

治療など医療に対するいっそうのくふうが必要である。

(2)世帯数,被保険者数の推移

第1表 世帯数.被保険者の推移



昭和5 4年度における世帯数2.4 8 9世帯が4 2年度. 2.5 2 0世帯と世帯数の減少が目だた

ない原因は.老人者世帯が増加していることを示している。

被保険者数で昭和る4年度. 12.1 78人が. 42年度, 9○○7人と大幅に減少しているこ

とは.海外移住及び町外転出(特に若年層)その他.社会保険加入により毎年5 0口-4 0 〇人

程度減少しているためである。極論すれば.老人.子どもはかりが残る傾向にあり.将来の国保

運営に大きく影響することが考えられる。

(∂ 受診率の状況

第2表 受診率の 状況

受診率は年々上昇し,昭和54年度に1人平均2回程度であったのか, 42年度には5回以上の受診

率を示してきた。これは.早期受診の奨励.給付率の改正等の影響による。しかし,県平均より

まだまだ低い。今後は.なお一層の指導と啓蒙により受診率が上昇するようっとめる必要かある。
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(4∴ 1件当たりの費用額

第5表 1件当たり の費用額
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籍4表 療養給付件数及び費用額
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1件当たりの費用相が.県平均上り上まわっていることは疾病の常発(特K老令者の疾病)

等が大きい原因と考えられると同時に.早期発見.早期治療の不十分さの傾向を示しているも

のであり，今後この解決策をど号するかか久万町の大きな課題である。

(5) 保険税Kついて

医療費の上昇に伴ぃ，保険税も上昇しているが.県平均よりは (fr~ 、。医療費が県平均君ピ上ま

わっているので.保険税はかなり不足している。被保険者負担の軽械をはかるため.不足分を

一般会計より繰り入れ補っているか，これKも限度がふる。医療費か上昇する限り保険税の増

額は止fsたえないものと思われる。

収入の部

第 5表昭和 43年度国民健康保険予算

繰越金 3.7%

保険税

2 9.ち%

国庫支出 金

6 1. 3完
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年16表昭和 4 3年度f，s内町村保険税率 表
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2 病院.診療所

( 1) 久万町立病院

久万町の重症患者の阪療機関は .松山市の病院に依存して きた。 しかし，終戦に伴ろ 松山市

の焦土化と食核融K よって松山市の住民が，一挙に周辺(J)町村に疎開してきた。そのため.久

方町も '15.0 00人をこえる人口とたり，各種患者かげl加してきた。

このよ「な情勢のもとで ，日寺の町長八木菊次郎は英断手どもって ，久万町国民健康保険直営病

院の it'nl~てふみきった。

昭 和21年 7月.久万町大字久万町 158番地主主 111:国保直営久万厚生病院として認可を受

け，建設κ若手.総工~12 0 0万円.昭和22年 4月2日.竣工と同時K診療を開始した。

その後.f昭和 33年 2月 11日.施設の破損も多く，非衛生的， 結核病棟設置の必要などの

浬由により.現在地(大字久万町65番地)に総工Vj4λ213千円で移転建築を行ない，久

万町はもと より.郡内唯一(J)総合病院と して住民の健康管理に貢献している。

(2) 畑野川診療所

日白寿1i32年4月.住民(J)裂製Kより当時の村長日野泰は，国保直営診療所開設を企画し.大

手:下畑山川甲 369帯地第211:総工針500万円をもって建築 .33年2月.竣工と向日寺K診

療を開始した。出利34年 3月30日，久万町と合併K よって JII瀬村診療所を廃止し. 4月1
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日をもって久万町国民健康保険直営畑野川診療所と改名し現在に至っている。しかし,医師不

足により現在医師は常勤せず直瀬診療所より過て回巡回診療を行なっている。

(5)直瀬診療所

畑野川診療所が開設されてから-直瀬地区住民も庭瀬に診療所設置を強く要望し,昭和5子

年7月総工費54 1 〇千円をもって大宇宙瀬甲5275番地に建設,う4年6月5日竣工と同

時に診療を開始した。久万町国民健康保険甫営高瀬診療所として現在に至っている。

(糾 父二峰診療所

昭和5 2年当時の村長横田重市は父二峰村大字露峰甲4 2 〇番地にある診療所改築を決意し,

2 〇 〇万円をもって拡張を行ない.患者入室の設備も加えた。昭和54年久万町と合併.る6

年には看護婦宿舎を建設し,これまでの委託診療から.久万町国民健康保険直営父二峰診療所

として現在に至っている。

5 疾 病 と 伝 染 病

(1)成 人 病

公衆衛生の普及と医術・医薬の進展とともに.かつて国民死因の篤1位をしめた肺炎,胃腸

炎.結核などの感染性疾病が大幅に減少し,それに代わって脳卒中.癌.心臓病で代表される

成人病が.われわれの健康を大きくはばむことになった。

全国で脳卒中は.昭和26年以来篤1位.癌は, 28年以来筒2位.心臓病は,うう年以来

籠5位という死亡順位をしめており,久万町の場合も.ほぼ同じ傾向にあり.早急に強力な対

策をたてる必要がある。

〈2)癌予防対策

a 胃 癌

昭和4 1年度.松山国立病院に四国地方癌センターが設置されるとともに「癌検診車」が

配車されて県下の胃癌検診が開始された。

久万町での受診状況は次のとおりである。
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第7哀 痛予防受診状況

年 度 

受診 者数 

検 診所 兄の 内訳 

精密検査を要 する者の比率 精密検査 実施者 異状なし 精密検査を要す 

4信 42 4る 55 65 1てる うら 49 84 

17 16 l24 52% 24.6 i28・5 

11人 てる 

(検診については.久万町に対する人員割当てがあり,希望者は受診者数を上まおっている。)

この表でみられるように。年間割当受診者数はさあめてねすかである。胃痛の死亡年令層

は4 〇才以上に最も多いため,原則として4 〇才以上を受診対象としている。その対象者は

久万町で4.2 96人もあり,現状のような受診率では数1 〇年もかかる。

b 子 宮 痛

厚生省の煽り患実態調査によると,男では消化器及び腹膜が7 0.1場(うち胃癌5 1.5場)

で最も多く.呼吸器系の9る場がこれにつき.女では,性器42.4呪(うち子宮癌うう.4

%)が最も多く.ついで消化器及び腹膜の51.9%(うち胃痛21.0豹という数字があげ

られているo

久万町においてほ,農協婦人部などが実施主体となって,パパニゴロウ検査を実施し,検

査の結果,要精密検査など適切な指導,助言が行なおれ,検査実施も順調に行なおれている。

(到 結核予防対策

昭和2 5年まで,国民の死亡原因のトップをしめてきた結核は,医療などめざましい進歩に

よって大幅な減少をみせ,昭和うら年に.全国で1 61.5万人もいた患者が. 4〇年末には

1 47万人に減少している。

減少の理由としては.近代医学の進歩と結核予防法による健康診断.保健指導の強化などが

あげられる。

予防対策としては.毎年患者や疑いのある者に対して,精密検査を実施し.保健婦の訪問措
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導, BCGによる予防接種などを行なっている。また,結核予防法によって.住民は.毎年1

回レントゲンによる健康診断を受けるよう義務づけられていることも力があるといえる。

別表第8表 上浮穴郡における結核登録患者の状況

課 久 万 面 河 美 川! 柳 谷 小 田 計 

54 55 36 る7 る8 る9 40 41 42 595 541 196 145 145 155 158 12ロ 129 

56 55 44 27 25 16 11 10 12 I 

174 15て る9 48 57 54 47 52 51 102 1○○ 59 る1 61 51 45 44 58 169 125 7て る0 59 68 58 48 58 
896 770 459 るる9 547 544 299 274 2る8 
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別表籠9表 結核健康診断(レント ゲン検診)実施状況表

三三 
54 55 うら 57 

対豪 対象 受診 率 対象 受診 率 対象 ▼
. 率 対象 受診 率 

久万町 7407 1915 258 6891 5519 850 `554 2415 580 6554 る128 492 4579 

面河村 2187 460 21.0 1978 1408 71∬ 1862 1495 80」 1862 1411 758 1512 

美川村 4454 1980 444 5758 2649 708 る6る8 2665 751 5`58 2625 722 5846 

柳谷村 5042 554 17` 27る8 2290 84I) 2694 1567 582 2`94 2101 780 2147 

小田町 5210 2168 41る 4885 4857 994 4804 5862 804 4804 3687 704 4251 

計 22る00 7055 509 20250 16725 827 19552 11998 620 19552 12952 669 16125 

(4)母 子 衛 生

a 赤ちゃん健康診査

全般的に発育状態はよくなっていろ。疾病異状と発育状態不良の赤ちゃんが,受診者に対

して1口雁ぐらいであったものが順次増加の傾向をたどり.今後の大きな課題をなげかけて

いる〇

第1ロ表 赤ちゃん健康診査

年 

対象乳 幼児数 

受診数 受診率 

診 査 結 果 

保健所に推薦 した健康擾良児 疾病異状 発育状態 ′ ′ 

虔 発見者数 (良) (普通) (不良) 久万 郡内 

40 て る0 117 7 5 6 41 69 1 1 6 

・41 17口 14 る 84 6 5 5 101 5 1 5 

42 176 152 75 2 5 ロ 85 5 1 5 

計 50る 592 7 7 14 124 255 
i

9 5 16 

b ∴ 5歳児健康診査

疾病異状の者が受診者に対して平均1 6場をしめている。特に.むし歯は平均7口場に達

していろ。乳幼児の発育については,乳幼児自身の栄養改善などのほかに妊産婦にさかのぼ

って検討の必要がある。わが国の妊産婦死亡率が.先進諸国に比較して非常に高率であるの

は.妊産婦の栄養状態が不十分であることも.ひとつの原因だと指摘されており,.母子衛生

全般に改善を加える必要がある。

篤11表 5歳児健康診査

項 年目 

対 象 者 受 " 者 受 診 率 

蜜 

疾 病 異 む し 歯 
む 畠 の 

疾 病 異 状 等 の 内 訳 

栄 脊 

ひ ふ 

限 

耳 四 亡二つ そ 

状 等 の あ 
あ る 

養 柱 鼻 藷 
の 他 

度 
麗 

の る 
者 不 胸 咽 

障 
障 

疾 
率 者 登 良 部 頭 害 三三 〇二i 病 

る8 21ら人、 16ひ、 7解 2訓、 1 117 7孫 ロ 4 5 8 4 口 0 8 

59 205 17口 85 55 19 117 69 0 4 る 2 6 口 6 9 

40 2口8 1る9 82 57 22 112 る6 0 2 てる 0 8 口 0 14 

41 22口 159 72 20 てる 115 71 0 ・2 0 5 7 1 0 5 

42 てら5 128 78 10 8 95 74 0 0 2 0 1 0 0 7 
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る8 59 4 0 41 42 

受診 率 対象 受診 率 対象 受診i率 対象 受診 率 対象 受診 率 

5407 77る 4515 2515 582 4515 2512 58る 4050 1502 57」 4149 2515 l 5579 

1195 79D 1485 840 56` 1485 66与 448 1596 496 る1.1 1595 `62 4155 

1859 47B る775 25`8 680 5775 2281 604 うら19 1る08 5`2 559る 1708 4755 

1999 951 2125 1421 669 2125 1560 64」 2584 1508 549 24`1 1264 51うら 

5909 92る 5811 5497 917 5811 2807 757 5844 2655 `9.1 5669 2708 7580 

12549 7`4 15505 10859 699 15505 9625 62」 15495 7269 469 15465 8657 5507 

(5)伝 染 病

昭和4 〇年をピークに減少している。病名については赤痢がそのほとんどをしめている。減

少の理由としては,町民の伝染病に対する意識の高揚と衛生的な環境づくり.特に水道施設の

完備や地域ぐるみの清掃運動の成果があげられる。今後伝染病患者を1人も出さないようさら

に衛生思想の普及等に努力をしなければならない。

第12衰 年度別伝染病患者衰

年 病名 

54 る5 うら 57 58 59 4ロ 41 42 

赤 痢 1口2 26 54 14 56 ロ 128 9 4 

狸紅熱 0 口 0 0 5 2 ロ 0 0 

日本脳炎 0 0 0 ロ 0 0 0 0 0 

計 1口2 26 54 14 59 2 128 9 4 

発生率 714 182 2る8 98 27る 14 1,口18 72 52 

各年とも1/1-1 2/51 ,発生率は人口1〇万に対するもの

(6)二名地区診断(共同保健計画)

久万町では,県や保健所,鳥取大学医学部などへ依頼して.昭和4 1年1 1月から二名地区

の健康総合診断(地区診断)を実施した。調査は,健康.生活,栄養,環境衛生.学校保健.

産業の6調査部門を設け,鳥取大学加茂教授の指導のもとに篤1次,第2次の調査を終え,そ

の結果をもととして,具体的対策をねりつゝある。

4 水 道 事 業

(1)久万町内簡易水道の概況

旧久万町内簡易水道施設は.昭和2 7年度に設置されたもので合併後.急激に伸びた給水人
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口をまかなうととができなくなった。

そこで上野尻.菅生,明神を含めた久万用水浸全地域に対する水道施設の声が高まり.新た

に久万川上流(唐子)に水源を求め,昭利る7年度から2年間の継続事業として,昭和5 7年

度8月に着工.総工事55.2 9る千円をもって.昭和る9年5月に竣工し給水を開始した。

現在久万簡易水道の加入戸数は8 9 9戸,給水人口は4,5 0 5人である。

久万町は.地理的な面で他の地域に簡易水道4か所.飲料水供給施設等7か所.計1 1か所

があり.その戸数2 1 4戸,給水人口1,4 1 5人で.簡易水道及び飲料水供給施設の普及率は

50.5%となっている。

また, 4 5年度から2車間の継続工事として,上畑野用・下畑野川地域に工事を施行してい

る○

○久万簡易水道施設の概要

久万町大字東明神唐子川に.長さ50Ⅲ,高さ1 0皿の玉石コンクリート造りの止水堰を設

け・集水桝により表流水を取水し・ GP〆て50・86皿空よりろ過池に導入する。

ろ過池は, ( 1 1×8.2×2.1墓1 8942(の)三池で常用二池,予備一泡でろ過速度,

1日約9○○tである。

調整そうは,鉄筋コンクリート造り(0.る8×1.2×2.25=1 8.うら(ni))で調整室兼滅

菌室を設けている。

調整室荒波薗室7 9m当棟を築造し,湿式・壁掛式2台により.滅菌された浄水を鉄筋コン

クリート造り(6.4×91=58.24(の)有効水深るm容量1 75m寄を二池の配水池に入れ

これを地区内へ配水している。

篤1る表 他の地域の簡易水道施設一覧表

地区 名 工 事 費 施工年 月 1日当り最大給水量 給 水 ノ 

落 合 2.75る,5口0 55.12 51 .2 

中 村 1.545,000 うら.11 る5 1 

橋 詰 2.1○○,〇〇〇 〃 45 
一般1 学校5 

5 上直瀬 る.991,8○○ 4う.2 19 

中 条 1,292,〇〇〇 る71口 15 

一般 学校1 一般 学校5 

中 生村 547〇〇〇 る8.7 7 

横 ノ 川 1,250,口00 59∴∴5 8 

東地区 1,.141,〇〇〇 58.5 25 

永 久 1,910,口ロロ 41.12 12 

徳 好 1,921,○○ロ 〃 12 

東 条 1,485,口0ロ 4う.2 7 
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5 国 民 年 金

(1)国民年金制度

国民年金制度は.憲法第2 5条第2項の規定する理念に基づいて書老令,廃疾,死亡からく

る生活の不安にそなえるため,国民の連帯責任によって,これらの不安を防止して.健全な国

民生活の維持及び向上に寄与するために設けられた制度であって,昭和54年4月1 6日,法

律第1 4 1号をもって制定されたものである。

現在,国民年金制度の加入者は,全国で約2千百万人,愛媛県でうら万人,久万町では,

4.486人であり.この年金の恩恵に浴している久万町民は,昭和4 5年る月末現在で,約

7る2人,金額にして年間1,5〇〇万円に達している。

国民年金制度は.拠出制国民年金と無拠出制の国民年金(福祉年金)から成っている。

〈盆 拠出制国民毎金

丸が国の国民年金制度は,昭和る6乍4月1日から本格的に実施され,すべての国民が.い

ずれかの年金制慶に加入しているという国民皆年金の体制ができている。

久万町では.拠出制の国民年金か実施された昭和5 5年度には.この趣旨の徹底をはかるた

め,客宮窪単位で説明会を実施し,住民に納得のいくよう話し合いを行なった。

しかし.月々の保険料負担の点などから重農家の生活にとって,掛金の不安などがあり,住

民に充分な珪精が得られなかった。けれども,国家の制度であり.しかも住民の福祉に手前富す

る重要な所得保障であることを認識し.久万町では万難を排して,年度内に有資格者をとりま

とめ,昭和るる年4月1日から実施した。 (別表15)

制度は.日本国内に住所を有する2 〇才以上6 〇才未満の日本国民が.被保険者として掛金

を納めるもので,被保険者は.厚生年金,船員探険,共済組合などの加入者,及びこれらの人

の配偶者を除いた。およそ別表’! 6のような人々が強制的に加入をしなければならなくなった。

しかし,年金の受給資格期間の関係から発足時の昭和うら年4月1日現在, 49才までの者

は貫強制加入被保険者として加入することになったが, 5〇才をこえ, 55才に達しないもの

については.本人の希望によって被保険者となる途がひらかれた。また,各種公的年金制慶に

加入している者の配偶者についても,本人の希望によって被保険者となる途かひらかれ.この

ような者を任意加入被保険者と呼んでいる(う

保荻浩ならびに冨雪二二いては」別表1 7こ1 〔点て示すとおり.窪涼の上昇で伴っ-ご朝日し.

昭l和4る寧ろ月51日現在. 1か月分の保険料は54才以下の若は2〇 〇円, 55才以上の者
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は2 5 〇円となっていろ。このほか.国庫負担として.本人が納めた額の半額を同時に績み立

てている。また,年金給付額は当初毎月1人当たり2,00口円であったものが.昭和42年1

月から5,〇 〇〇円に引き上げられ.夫婦1 0,0口0円年金が実現したのである。

(∂∴無拠出制国民年金(福祉年金)

国民年金制度が制定された昭和54年1月1日.すでに7口才になっていた者.重度の廃疾

の状態にある者.夫と死別して母子状態にある者.法施行当時5 0才以上になっていたために

強制加入被保険者から除外された者.及び国民年金被保険者であるが.保険料を納めた期間が

短かかったため.拠出制年金を受けることができない人々を対象に支給される年金を福祉年金

という。これは.本人の積み立てなしに全額国庫から支給されるため.拠出制国民年金とちが

って,いろいろの支給制限が設けられていろ。

福祉年金をうげろ権利(受給権)のある者は,おおむね次のとおりである。

a 老令福祉年金,現在7口才以上の者.これから7〇才になる者(明治44年4月1日まで

に生まれた人に限る)は, 7〇才になると同時に受給権者になる。

b 障害福祉年金 昭和57年8月1目前に起きたけが,または病気によって,自分で日常生

活の用を足すことができない程度の障害の状態にある2 〇才以上の者及び2 0才未満で前に

のべた障害の状態にある者は, 2 〇才になったときに受給権者になる。

c 母子福祉年金 2〇才以後に夫(内縁でもさしつかえない)と死別した妻が引き続きその

夫.または妻の子で.中学校卒業前か. 2 0才未満の重度の障害のある子を養っているとき

に受給される制度である。

d 準母子福祉年金 2〇才以後に天,男子たる子(息子)書父,または祖父と死別した祖母,

または姉が引き続き中学校卒業前か. 2 〇才未満の重度の障害のある孫または弟妹を養って

いるとき受給される制度である。

別表1 9q)とおり.福祉年金額も逐次増加しており,久万町における受給状況は,別表2ロ

のとおりである。
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別表1 5 発足当初年令別保険掛金開始期表

被 保 険 者 の 生 年 月 日 

老令年金受給 (仰の期間を満たすために納付を開 

に必要な期間 始しなければならない。 

ぐみ 竹) 最終の年月 (切 

明44.4.2 一 明45.4.1 1〇年(4) 昭5`.4 - 47∴5 

45.4.2 - 大 2.4.1 1〇年(5) 56.4 - 48.5 

大 2.4.2 - る.4.1 1〇年(る) うら. 4
- 49∴∴5 

う. 

1〇年(7) 

56.4-50.5 56.4- うら.4- 

な 4.2 - 4.4.1 

4.4.2 - 5.4.1 1〇年(7) 

5.4.2 - 6.4.1 11年 

6.4.2 - 7 4.1 12年 

7 4.2 - 8.4.1 てる年 

8.4.2.- 9 4、1 14年 

9 4.2 - 10.4.1 15年 

10.4.2 - 11.4 1・ 16年 

11. 4.2 - 12.4.1 17年 

12.4.2 - 1う.4.1 18年 

1う.4.2 - 14.4.1 19年 

14.4.2 - 15.4.11 2〇年 

15.4.2 一 昭 2.4.1 21年 

昭.2.4.2 - ろ.4.1 22年 

5.4.2 - 4.4.1 2る年 

4.4 2
- 5.4.1 2、4年 

5.4.2 - 6.4.1 25年 

6.4.2 -
7 4.1 

25年 l 

往 く高槻の( )の中の数字は特例による完全年金の必要期間
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別表16

国 民 年 金 加 入 者

1 蔑薬,林業.漁業に従事する人

2 工業.商業.サービス業などに従事する入

る 開業している医師一歯科医師・薬剤師

4 弁護士・公認会計士・税理士・芸術家

5 日雇労働者.無職着

る これらの人の配偶者,従業員など

別表1 7 国民年金保険料推移表

年次
区別 保 険 料 (月 額) 

給付額 (月額) 加入者負担 国庫負担 合 計 

昭和 54才以下 ●1○○ 50 15ロ 

2.〇〇〇 
うら牢 55才以上 150 75 225 

42年 
54才以下 2○○ 1○○ 3 ○ ○ 

5,〇〇〇 

55才以上 250 125 575 

44年 
54才以下 250 125 575 

5,〇〇〇 

る5才以上 5○○ 150 45口 

別表18 拠出年金給付状況

区 年

別 慶 

障害年金 母子年金 準母子年金 遺児年金 死亡一時金 

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 イ 金 額 

昭和5 7年度 0 ロ ロ ロ ロ 口 0 0 ロ 0 

昭和5 8年度 ロ 0 1 28,8○○ 0 0 ○ 0 口 ロ 

昭和5 9年度 ロ 0 6 144,ロ○○ 0 0 ロ 0 口 0 

昭和4 〇年度 1 50,〇〇〇 12 278,4○○ 0 ロ 0 0 4 20,ロ○○ 

昭和41年度 2 152,〇〇〇 15 890,4口0 0 0 0 0 8 52.〇〇〇 

昭和4 2年度 6 582.〇〇〇 
I25 

1,2○○,享○○ 半 口 ! 

0 

0 上__.___ 

12 74,〇〇〇 
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別表19 福祉年金額の改正経過

種 別 制度発足時 
57年 58年 4〇年 42年 45年 

5月分から 9月分から 9月分から 1月分から 1月分から 

老令福祉年金 12.〇〇〇 12.〇〇〇 てる.2○○ 15,6○○ 18.0○○ 19,2○○ 

障害福祉年金 18,口ロ口 18,〇〇〇 21,6○○ 24,〇〇〇 2`.400 50.〇〇〇 

母子福祉年金 12.〇〇〇 12.〇〇〇 15,る00 ∴18,00口 20、400 24,0○○ 

準母子福祉年金 12.0口口 12.口口0 15,る口0 当8.0○○ 20,4ロ0 24,口○○ 

但し.母子,準母子福祉年金よ1人増すことに加算額2.40〇円 昭和5 7年5月から4、8〇〇円

別表20 福祉年金給付状況

種別 年度 

老 令 障 害 母 子 準母子 
合計件数 

福祉年金 福祉年金 福祉年金 福祉年金 

昭和る4年度 昭和55年度 496 60 58 0 614 7770,841 

昭和うら年度 494 64 59 0 617 る,751,855 

昭和57年度 595 62 58 し) 715 7165.080 

昭和る8年度 566 51 50 0 6る7 7950,479 

昭和る9年度 641 55 57 0 7うう 8,858,544 

昭和4〇年度 657 64 27 0 728 9る26,547 

昭和41年度 626 71 19 0 7てる 10,7口7275 

昭和42年度 658 77 17 0 752 1る.071,658 

別表2 1国民年金保険料収納.検認状況

ミミ 昭和56毎夏 昭和57鐘l 昭和58年度 昭和59年度 昭矛的0毎宴 昭和41年度 昭矛的2年度 
収納金額 5,996,口○○ 4,220,060 4,る88,口70 5,516,810 5,852.65口 7258,920 1,06口9,14口 

検認率 18鑓場 81.5% 86.8湾 95.4% 994% 1口1.1吻 
1100・7% 
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d 社 会 福 祉 事 業

(1)沿 革

ねが国における福祉事業の歴史は古く.古代藤生式文化の始まったころからと言おれている。

近代日本誕生の契機といおれる明治維新は,封建社会の打破として注目されたが.貧農,貧民

など.混乱による多くの窮乏者が発生したため.応急救助の措置として1 8 74年(明治4年)

東児養育米給与方,明治7年には髄救規則が定められ〇・昭和る年救護法が制定され, -般貧民

救済の唯-の国家法となった。

大正る年.内務省に救護課が設けられ.社会課と改称され.やがて社会局に昇格した。 ●

これが今日の民生委員制度の前身となった方面委員制度である。愛媛県では大正1る年1 1

月,訓令により愛媛県方面委員設置規定を定め,名誉職として,調査・指導・保護,救済福利.

教化.融和をその職務と規定している。

昭和2年.この規定を改正し.委員1 25名を町村長の補助機関として選任した。

久万町でも.高岡貞一郎,八木菊次郎,宇都宮音吉,・高井寛和.正岡真吾の5名が方面委員

として知事より委嘱された。

方面委員制度は.昭和1 1年「方面委員合」が制定せられ,全国的なものとなり,昭和2 1

隼1 〇月,民生委員と改称された。

昭和2 1年1 2月.児童福祉法が制定され.民生委員が児童委員も菜ね,その名称も民生児

童委員となった。

昭和2 5年.法律改正による新しい生活保護法では.市町村長の補助機関であった民生委員

が.実施の協力機関として.その性格を大きく変えることとなり,老人福祉法(昭和る8年7

月1 1日)の制定により・;民生委員が同法の協力機関ともなった。

以上のような変遷を経て,現在2 9名の委員が厚生大臣より委嘱を受けている。

ーてる6-



篤22表

(厚生省報告例) 久万町民生委員(児童委員)の活動状況

相 談 ・・ 指 導 件 数 

l 

調査・証明事務・-連絡件数 

(月 中) (月 中) 

家 住 健 し 年 世援 生 そ 

l 計 (男 

調 査 証 明 事 務 

施機 

計 (てる) 

旋 

居 の 康 の 

ご 
金 

警護 計 a) 設関 

関 係 

と ● 保 蓋資 費 他 ● 団と 

の 
険 

金金 
の の 

体の ● 
の 

間 聞 

の 間 

その 経闇 

問 間 問 問 公達 

題 題 題 題 題 ÷.- の題 題 題 的絡 
(1) (2) (到 (4) (5) 1る) 

!(7〉 
(劫 (10) (11) (12〉 

48 50 58 81 51 1る1 66 る2 527 5る 78 109 245 

諸会合・行事への参加件数 (月中) 

相談・指導・調 査のための訪問 

各法則相談・指導件数 

(月 中) (月 中) 

民 社 
そ の 

計 (17) 

件 数 日 数 

生 老 

身 体 

精 児 母 

計 (7) 

生 委 会 福 
他 の 

活 保 

人 

障 室三 

神 輩 

董 子 

員 祉 会 
護 福 祉 

i二つ 者 

弱 者 

福 福 

協 協 合 
福 福 祉 祉 

華 会 議 会 
● 行 __∫__ 

法 法 
祉 祉 

法 法 

関 関 
畢 関 

関 関 

法 螺 

法 関 

関 関 

係 係 係 係 係 榛 係 係 
(14) (15) (1の 

(1㊥ I 
ぐ9) (1) (2) (5) (4) (劫 (6) 

165 145 62 572 501 る54 
!79 

48 41 
i29 

54 47 257 

昭和42年1 1月8日.久万町の過去における社会福祉活動の反省と,住民総参加による今

後の福祉活動推進をはかるために指導者る○ ○名が集まり,民生委員制度創設5ロ周年第1回

久万町社会福祉大会が.久万小学校講堂で盛大に行なおれた。

さらに昭和42年9月26日.児童福祉法施行2口周年.老人福祉法施行5周年を記念して

久万町社会福祉協議会が社会福祉法人として発足した。民間福祉団体として,福祉行政施策と

並行して,関係団体と地域住民の総参加を求め.相互に生活を高め,明かるい社会を建設し,

自覚と努力を引き出し励まし合うという趣旨で篤2回社会福祉大会を開催した。
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(a 生 活 保 護

生活保護法の4原則をあげると次のとおりである。

’① 生活困窮者の保護は国家責任。

② この責任を国家以外のものに転嫁してはならない。

⑤ 困窮者保護は無差別平等o

④ 救護支給金額は困窮防止に必要かつ十分なものでなけれはならない。

以上を現生活保護法の基本として,困窮者対策を行なうことがはっきりしている。

第25表 久万町における被保護者の推移

年度 月 
1か月当り 支給金額 

保護世帯 保護人員 

54 4 月 18る,〇〇〇 71 195 

55 〃 210,〇〇〇 7 7 205 

る6 〃′ 526,〇〇〇 80 220 

る7 〃 52ら,〇〇〇 92 246 

る8 " 474,口○○ 97 266 

59 〃 459〇〇〇 95 270 

4 口 〃 520,○○口 86 22る 

41 〃 599,〇〇〇 92 255 

42 〃 62る,〇〇〇 91 209 

45 〃 566,〇〇〇 78・ 165 

(到 児 童 福 祉

昭和2 2年1 2月.児童福祉法が制定され.児童の基本的人権が尊重されるようになった。

さらに昭和2 6年,児童憲章の宣言が行なわれた。

久万町においても.児童委員が中心となって,児童福祉法に基づく.保護,相談,指導等関

係機関と連絡をとりなから.児童の福祉増進に努めている。

公的な機関としては,児童相談所。福祉事務所.保健所,児童福祉.社会福祉主事,児童委

員などがある。

-てる8-



第24表 愛媛県児童福祉施設一覧

施 設 の 種 類 施設数 収容定員 掩 護 の 種 類 施設数 収容定員 

助 産 施 設 25 165(床) 教 護 院 2 1る5 

乳 児 院 2 70(人) 母 子 療 11 2口5(世帯) 

養 護 施 設 12 696 保 育 所 516 25.782(人) 

し体不自由児施設 1 140 里 親 
(登録里親) うう9 

128 

ろ う あ児施設 1 5ロ 職 親 る 
(委託里子) 

2 

精神障害児施設 6 る40 へ ぎ地保育所 77 2.805 

(伽 保 育 所

a 久万保育園

昭和25年.佐伯操により「子どもの家」が開設されたのか,久万町における保育事業の

始まりである。

これが.昭和る〇年4月1日,久万町で唯一の児童福祉法による保育所として,保育事業

を開始し現在定員6 0名を収容し保育にあたっている。

b へぎ地保育所

昭和57年1 〇月.山間へき地の恵まれない児童のために.へぎ地保育所法が制定され.

次々とへぎ地保育所が設置されている。

第2 5表 へき地保育所開設状況

保 育 所名 設置年月日 定 員 現在入所者 保母数 備 考l 

明 神保育所 る9 4.1 45 51 2 

2年保育 

畑野川 " 42.4.1 5口 24 2 

直 瀬 〃 40.1○○ 1 50 29 2 

霧 降 〃 
41. 50 54 2 

二 名- ∴〃 ろ710.1 55 17 2 

計 5 290 155 1口 

現在入所者数は.昭和4 5年8月現在

(劫 母 子 福 祉

昭和2 4年に「母子福祉対策要綱」が決定せられたのを契機として.福祉事務所に母子相談

員が設置された。昭和る9年7月1日から母子福祉法が施行され,母子福祉はいっそう充実し

た。さらに.母子福祉資金の貸し付けが法によって生まれ,母子家庭の生活の安定向上がはか
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られるようになった。昭和57年1月1日より児童扶養手当法が施行され.父親と生活をとも

にしていない児義を監護している母親や,母がいなくて他の者が児童を監護している場合など

に支給される。

第26衰 児童扶養手当受給者の状況(8月末現在)

・・地 区 別 久 万 川 瀬 父二峰 計 

件 数 22 8 7 57 

(6)老 人 福 祉

a 老 人 福 祉

昭和58年7月1 1日「老人福祉法」が制定され.昭和41年から「敬老の日」 (9月15

日)が国民の祝日として制定された。

老人福祉対策では.養護老人ホームへの収容保護.健康診査.老人クラブ活動育成.老人家

庭奉仕員の設置.老人大学の閑静,敬老の日,及び老人福祉週間行事の徹底,老人福祉年金

の支給など.国及び地方公共団体が行なうものと,老人白から福祉を高めようとする老人ク

ラブ組織がある。

第27表 久万町老人クラブ(4う. 4.る0現在)

名 称 

結成 年度 眠 る2.`.4 

区 域 
会 員 数 

会 長 会 
男 女 一語‾ 

久万老人クラブ 
大字久万町・大字菅生罵紫除く) 

85 95 180 相原 芳太 

明神老人クラブ うう.8.1 大字東明神,西明神,入野 96 46 142 高朋菊之佐 

野尻明友会 59∴915 
大字上.下野尻.大字菅生の内 

78 64 154 大野 信之 
宮の前.中の村.横谷 

畑野川としより会 る2.8.2 大字上,下畑野川 116 106 222 黒川 要 

上底瀬としより会 うう.2.てる 大宇宙瀬の内下直瀬を除く 61 5う 112 高岡 幸作 

下高瀬としより会 5ろ.4.14 大宇宙瀬の内上直瀬を除く 25 29 54 光田 繁光 

霧降老松会 54.11.5 大字霧降,父野川 61 20 81 横田 重市 

二名明生会 る4.915 大字二名 50 44 94 岡田 誠平 

b 老人健康診査

久万町では,昭利る9年から保健所.公立医療機関の協力で,滴る5才以上の老人健康診

盃を各地区に分けて毎年実施している。
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篤28表 老人健康診査状況一覧

年度 
受診者 総数 

正 常 率 要診査者 要療養者 

人 員 率 人 員 率 人 員 率 

う9 257 208 877る 14 5.91 15 6.うう 

4口 188 49 26.口6 4る 22.87 96 51.07 

41 2 22 45 20.27 26 11.71 151 68.02 

42 198 94 4747 24 12.12 80 40.41 

/・’ 」 1

c 敬 老 会

丁子・売上

久万町の敬老会は.公民館を単位として婦人会,青年団,公民館が中心となって,としよ
∴\ ∴立山轟・

りを1日楽しませている。用瀬地区.明神地区は4月29日(天皇誕生日)に.久万地区.

父二峰地区は9月1 5日(敬老の日)に実施している。

町では,敬老会のために7 〇才以上の老人1人に対して.昭和4 5年度は50 〇円の補助

をしていろ。

また,高令者に対しては記念品,お椀い状を贈り,長寿を視っている。

(カ ー時援護貸し付け資金

久万町社会福祉協議会では独自に小口貸付制度を設け.香典返しなどの寄付金を横み立て,.

これを最高1万円の限度で.低所得者のために1時的援護として貸し付けを行なっている。こ

のため多くの利用者に緊急生活資金として大いに.役立てている。また.歳末だすけあい運動も

地域婦人会.農協婦人部が中心となって,恵まれない人々の歳末援護にあたっている。

これらが社会福祉事業団体が実施している事業であるが,専任職員がなく.町行政の担当者

が兼務していたのである。しかし,こうした活動にも限界があり.住民の関心を高めることに

ならす十分な効果をあげたとはいえない。

昭和42年1 1月8日.籠1回久万町社会福祉大会において住民がこぞって社会福祉に参加

しようという決議が行なおれ,これを機会に社会福祉協議会内部でも新しい動きが生まれ,

昭和45年7月1日をもって社会福祉法人として発足した。

(劫 身体障害者福祉

身体に障害をもち.正常な社会生活を営む能力に欠けろ身体障害者のために.昭和2午年1 2

月2 6日,身体障害者福祉法が制定され,更生のため必要な措置が請じられている。

久万町でも昭和4 5年4月末現在. 1 9 2名が身体障害者手帳の交付を受けており,昨年の

法改正によって内部障害者も身体障害者となった。
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(幼 戦争犠牲者の援護

昭和2 7年戦争犠牲者に対する国家補償を規定する 「戦傷病者戦没者遺族等援護法」が定め

られ.旧軍人,軍属の遺族に弔慰金,及び遺族年金が支給されることになった。昭和28年には,

恩給法付則が制定され,公務扶助料(旧軍人の遺族)が復宿し支給されることになり.その後敬

虔改正が加えられ,適用範囲も広げられた。さらに.戦没者の妻に対する特別給付金,戦没者の

遺族に対する特別弔慰金,戦没者の父母等に対する特別給付金などが支給されることになった。

久万町では法外援護として.英霊5 1 8柱に対して.毎年慰霊法要を行ない.さらに,毎年遺

族の靖国神社参拝費助成を行なっている。

本年から戦没者未亡人靖国神社々頭対面が県段階で行なおれ.久万町からう名が参拝した。

昭和45年4月末の遺族会は次のとおりである。

会長 高岡幸作(会員うら7人)

戦没者に対する叙位・叙勲ま.終戦とともに連合国最高司令官の命によって打ち切られていた

が,昭和る9牢1月7日の閣議決定によって再開された。これまでは愛媛県知事から伝達されて

いたが.昭利41年から各町村長から伝達交付することとなり.昭和45年5月1 1日現在,

1 6 9人に勲章等の伝達を終おっていろ。

また言日軍人・軍属及び戦傷病者の援護についても範囲が拡大され,普通恩給は.軍歴1 2年

(昭和4 1年法改正により抑留期間が加算された)て支給ざれることになった。戦陽病者は,療

養給付,日本国有鉄道無賃乗車証の交付を受けることができる。昭和4〇年1 〇月1日には.戦

傷病者の妻に対する特別給付金か項症以上の該当者に支給されることになった。

(1口)地方改善事業

同和地区に対すろ行政施策は,明治4年の解放以後ほとんどなされていなかった。

昭和る6年1 2月7日章政府の諮問機関である同和対策審議会より答申がなされ.同和事業が

大きく取りあげられることになった。

久万町では.昭和4 1年度,地区住民の要望もあって隣保館を建設した。

施設の名称 入野館

所在地 久万町大字入野274番地の2

工事着手 昭和4 1年9月2〇日

工事竣工 昭和42年1月50日

施設概要 木造平家建鉄板スレートぶきて597m智,事務室菜図書室1室.相談室1室,料

理実習室1室,会議室(日本間2室,ホール1室)
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設備概要 机(事務用,座机.立机)いす.応接セット.謄写器.書棚,図書.卓上ステ

レオ重オルガン,掛時計.火鉢,石油ストーブ,消火器,卓球台.花ぴん.児

童遊具,調理台.食器戸棚,食器など

総事業費 5.263千円(うち備品設備費4 5〇千円)

国庫補助 1,8 1 8千円

工事請負者 高殿建設有限会社

(11) 養護老人ホーム

昭和2 7年9月1 5日,上浮穴郡町村長会で上浮穴養老院設置の議が成立し.同年1 2月厚

生大臣に申請,毅2 8年1 1月認可,昭和2 9年る月久万町大字菅生に竣工した。

この養老院も,開設当時は,一般の理解が乏しく.定員る口名に対してむずか2口名前後の

収容状況であった。

しかし,昭和5 8年老人福祉法が施行されてから名称も養護老人ホームと変れり,老人福祉

法の精神により,経済的理由のみでなく.精神的及び環境上の理由により入所することができ

るように適用範囲も広がった。老人の福祉に重点がおかれたために.一般の理解も深まり希望

者も増加して.現在5 5名の老人が入所している。

(12) 公 営 住 宅

久万町の人口は昭和5 4年の町村合併当時に比し.約4,り口口人近く減少している。現在に

おいても,なお減少の傾向にあるが,家族術陵の変化によって世帯数には大きな減少はない。

公営住宅は昭和2 8年.緑が丘に4戸,上直瀬学校上に4戸の建築を皮切りに年々建築され.

経済力に乏しい勤労者に住宅を与えているが.まだまだ多くの人が住宅を求めているのか現状

である。
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第2 9表 久万町における町.公営住宅建築年次別表

課 
公 営 住 宅 町 営 住 宅 

計 

第1.種 篤 2 種 家族住宅 独身住宅 

28 4 4 6 
- 14 

29 ー ー ー - ー 

5ロ 1口 4 7 
ー 21 

51 20 10 - - 50 

32 24 16 2 
- 42 

うう - - ー 一 ー 

54 - - 
1 

一 
1 

55 
- ー - 一 - 

うら 
- - - - ー 

57 
ー - ー - ー 

る8 11 9 10 7 57 

る9 - 一 ー - - 

40 ー - - - ー 

41 1口 5 
ー - 15 

42 - ー ー ー ー 

計 79 48 2` 7 160 

7 社会福祉関係委員会及び関係団体

(1)社会福祉協議会

社会事業を行なう唯-の民間団体として,昭和2 9年1 〇月1日,久万町(旧久万町)社会

福祉協議会が設立された。

それに遅れて言日用滅相,旧父二峰村でも社会福祉協議会ができた。昭和る4年5月5 0日,

弓か町村の合併により,同年8月2 7日統合して久万町社会福祉協議会が誕生した。社会福祉

協議会は.行政施策と相まって,福祉におけるあらゆる問題と取り組み,地域の福祉増進をほ

かろうとする民間団体(任意)である。世帯更生資金貸付に関する業務をはじめ,しあわせを

高める運動.青少年の鰹全育成.こどもの遊び場設置と整備,身体障害者,老人福祉の増進や

共同募金運動への協力など.社会福祉事業が活発に行なわれる努力かなされている。昭和うら
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年から心配ごと相談所(菅生山大宝寺)を置き.民生委員が相談に当たることにしている。

昭和5 9年から低所得者子弟の進学を指導するために奨学規程を設け,毎年5名程度を高等

学校長の推せんにより,役員会で奨学生を決定し.月額5 0 0円年額る,口〇 〇円を補助してい

るo

低所得者階層援護のために;愛媛県社会福祉協議会で貸付けられる世帯更生資金も民生委員

の指導によって.次第に利用者が増加して上る。

篭る0衰 世帯更生資金の貸付状況

(昭和4 0年一昭和4 5年4月末現在)

資 金 種 別 貸付件数 貸 付 金 額 

更 生 資 金 42 2.7てる,〇〇〇円 

住 宅 資 金 50 2,960,〇〇〇 

療 養 資 金 17 494,5○○ 

身体障害者更生資金 4 425,〇〇〇 

災 害 援 護 資 金 11 1タロ20,〇〇〇 

修 学 資 金 5 る1,○○口 

計 107 7675,5○○ 

(盆 久万町社会福祉協議会

a 全戸会員制

社会福祉事業は福祉行政施策と相まって,関係団体と地域住民の総参加によって行なわれ

る活動か理想であって.その活動は住民自からの力でお互自身の生活を高め.明るい社会を

建設するという自覚と努力を引き出し,励ましあうということから始まる。

特に地域の問題として.法で規制されない.いねゆる法外援助,老人福祉など数多くの身

近かな問題がある。

久万町社会福祉協議会は法人化され.それに伴って住民の相談相手として専任職員が設置

された。

(到 久万町身体障害者福祉会

同二境遇にある障害者が自立的な組織として.昭和4 2年5月8日久万町身体障害者福祉会

を結威し,会員の親睦をはかり.自からが更生のために努力し,もって社会に貢献しようとす

ることをねらいとしている。

現在会員 178名 会 長 大 野 輝 光
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(幼 久万町傷い軍人全

篇2次世界大戦によって負傷した人々が,昭和4 1年1月久万町傷い軍人会を結成し.会員

の福祉増進と社会福祉に寄与するための活動を進めている。また,死没戦友の墓参を毎年実施

している地区もある。 __._

現在会員 てる名 会 長 和 田 藤 平

8 人 口 動 態

久万町の人口は.近年漸減傾向にある。篤51表に示したように.昭和る4年を1 ○○とする

久万町の人口は.うら年に95,る9年に87, 42年に80を割って,現在の人口数は約1.1

万人となったo

この原因の篤1は,人口の社会的減少である。昭和57年にピーク( 1,1 57入籍る2表)に

遷した転入人口は.その後減少傾向に転じて.る9年に1,〇 〇〇人を割り,現在では5○○-

6 〇 〇人程度となった。そのため社会増減数は,転出人口の停滞傾向の下で転入人口の減少に伴

って,昭和5 7年まで減少数が縮少傾向にあったにもかゝわらす,再び減少数が拡大傾向に変お

った。

人口減少の籠2の原因は,自然増加率の低下である。表に示したように.昭和る7年まで増加

傾向にあった自然増加数は,その後減少し. 58年から翌59年の8-〇人, 4 〇年には66人と

減少し. 4 1年には遂に自然増加数がマイナスを示すに至った。

(但し4 1年は6〇年に1慶の「ひのえうま」年であり未だに残る迷信によっての人為的な面も

ある。 )

これは.転入.転出による社会増減がマイナスになる篤1段階を過ぎて.久万町は出生死亡の

差による人口の増減がマイナスになる人口流出過程の第2段階に突入したことになる。すなわ

ち,昭和54年(289人)以降も漸減し. 59年には2〇〇人を割り. 41年に1口〇人を割

ったが. 42年にやゝ回復した。しかし. 4〇年から42年のろか月平均出生率が1 2.2に低下

した。 (第5る・54表)この出生数の減少は.出産年令人口の転出による久万町の人口階層が老

令化しつゝあることを示しているといえる。
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第 31表 住民主主録人 口の 増減

15000 

4 -_、--、------一一ーヘ~
5 

2 
、ーー、¥、、

1 0000 
一一一γ一一ーーーーーーー「ー一一一一一一一 ーーーーーーー-，-ー一一一ー

人 口1:34 3 5 3 6 3 7 31::l 39 40 41 42 43 
8月末

年度 住民登録人口ゐ1 指 数 世 帯数 {ffil 考

3 4 1 4，9 7 9 1 0 0 3.260 

3 5 1 4，6 0 0 ヲス 4 3.260 14291糸2

36 1 4，26 6 9 5. 2 3. 2 5 4 

3 7 1 4. 1 6 7 94.5 3.3 1 4 

38 13.546 ヲO.4 3.2 7 8 1 33 1 9~gd 

3 9 1 3. 1 1 2 el 7. 5 3.28 4 1 2 9 1 5や 5

4 0 1 2. 7 7 9 8 5.3 3.320 1 2568~~ 2 

4 1 1 2、253 81.8 3.2 68 

4 2 1 1，8 9 5 79.4 3.222 

4 3 1 1， 3 9 el 76.0 s 4 3. 8月末

来 1 1 2月末人口 来 2 国勢調査人口
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S54 55 なる∴∴∴る7 58 る9 4〇

人 口 動 態 (社会的増減)

年 度 転 入 転 出 社 会 増 減 

る4 る80 7 54 △ る54 

る5 555 1,ロ69 △ 516 

うら 585 988 △ 405 

57 1,157 1,524 △ 167 

58 1,口てる 1,4口1 △ 585 

59 658 1,て る1 △ 475 

4 ロ 580 9 52 △ 572 

41 611 1,128 △ 517 

42 549 98 2 △ 4 54 
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第 32 表~2 国勢調査人口の推移

区 分 男め女別
合併時 fiB 5 5 昭 4 。合併時に比し締り率

男 2，50 ?人 2，34ヰ人 2，1 95人 % 

久万地区 女 2，70 7 2，632 2，516 

計 5.214 4，976 4，7 1 1 1 0.7 

←一一
男 1.307 1，2 2 2 1. 0 8 1 

明伸地区 女 1， 3 1 5 1，2 7 8 1，097 

計 2，622 2，500 2. 1 7 8 2 O. 4 

男 2，252 2.064 1， 7 5 1 

川 市地 区 女 2.254 2.093 1，74 3 

計 4，506 4，1 5 7 3.4 94 31.5 

男 1. 5 1 1 1， 3 2 1 1，088 

父三峰 地区 女 1，462 1，33 7 1，0 97 

計 2.97 3 2，658 '2，1 85 3 6. 1 
トー

男 ス577 6，9 5 1 6. 1 1 5 一

ぷ口>. 首「 女 ス73 (3 ス340 6，453 

主「 1 5，3 1 3 1 4，2 9 1 1 2，568 2 1. 8 

平

人口密度 方 93 8 7 7 6 
キ

ロ

当
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S34 う5 なる∴∴∴57 58 59 40 41 42

人 口 動 態 (自然的増減)

年 度 出 生 死 亡 自然増減 
人口1,○○〇人に対する率 

出 生 死 亡 

5 4 289 129 て る0 192 8、6 

55 250 125 85 十71 8.4 

うら 2 20 112 108 15.4 78 

57 242 116 12` 170 8.1 

58 22⇔ 10る 125 16.6 76 

5 9 168 88 8ロ 12.8 6.7 

40 187 121 66 14.6 94 

41 99 10 8 △ 9 8.0 8.8 

4 2 

170 175 104 95 

66 14.2 8.7 

※ 久万町に住所を有する者のみ
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第 34表出生，死亡率

20人

(人口 1000人比率)

15 

1 0 

死亡

5 

ーーー戸「一ーーーーーーーーーーーーー『自

s 34 35 36 37 313 る9 40 41 42 
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9 戸籍及び住民登録に関する事項

(1)戸 籍 事 務

戸籍制度はきいうまでもなく国民の出生から死亡にいたるまでの身分関係.すなおち,出生,

認知.養子縁組.婚姻.親旛,後見及び死亡等の事項を.時間的序列に従って戸籍に語鼓し,

これを公の証明とすることを主たる目的とするものであると同時に.これを行政施策の基礎資

料として,広く一般に公開し利用に供している。

籠55表 本籍人口の推移

年 度 本 籍 人 口 本 籍 戸 数 

る4 19486 5,うう8 

55 194ロ6 5,る4る 

56 19378 5,676 

57 19,41口 5,757 

58 19594 5,7る5 

59 19575 5,8て る 

4 口 ・19,268 5,き07 

41 19129 5,815 

42 18.995 5,841 

昭和う4年に久万町に本籍を石する人口1 9486人(第る5表)であったが42年に

1 8,995人となり,約5〇〇人の減少であるが.戸数については54年が5、558戸籍で,

4 2年. 5,84 1戸籍と逆に増加した。これは,婚姻による新戸籍編成によるものである。

次に戸籍の利用状況であるが,昭和54年に4,94 9件(詰る6表)の騰・抄本交付件数が,

昭和42年に8,9 1 7件と飛躍的に増加した。これは人口の流動に伴う利用の増加.特に就職

等での利用が増大したものである。

(a 住民登録事務

住民登録は住民の居住関係を公証し,その日常生活の利便を図るとともに.各種行政事務の

処理に資するものであるが.最近の社会書経済活動の活発化に伴い,その利用度も飛躍的に増

大した。

昭和54年に1,7 88件の謄抄本交付数が. 4 2年にはる.7 5 5件で,約・2倍に増加してい

る。 (篭る7表)
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第36衰 戸籍謄抄本交付状況

’年度 交 付 件 数 
比

率 S34年1○○として 

交付件数内の無料分 

54 4,949 1○○ 418 

5 5 5,967 12ロ 515 

56 5,547 1ロ8 521 

57 6,855 て る8 644 

る8 d.7○○ て る5 529 

59 6,704 155 47 

4 0 る,6る8 154 568 

41 8,55る 172 461 

42 8,917 180 7ロ5 

詰る7表 住民登録謄抄本交付状況

年度 \ 
交 付 件 数 

比
率 S54年10口として 

左の件数内の無料交付 

54 1,788 1○ ○ 524 

55 2.451 157 181 

56 2.698 150 90 

57 2.648 148 121 

58 る,575 199 249 

る9 5.451 191 224 

40 5.177 177 158 

41 5.564 199 16る 

42 ま7.うう 2口8 580 

諸証明交付件数

年度 交 ∴付 件 数 
比 率 

S54年100として 

54 5,899 1ロ0 

る5 る,る11 112 

うら る,278 106 

57 6,571 111 

58 7115 120 

る9 72る2 12 2 

4口 7570 128 

41 8.465 142 

42 8,248 て る9 
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10 町 民 生 活

都市における第2. 5次産業の発展による所得の増大が.ようやく農村に波及し始めた昭和

54年ごろより,生活も次第に豊かになり.町行政もこれらの要望にこたえ.文化水準の向上に

施策を展開し.道路網の整備を初め.公共放課,教育施設等の整備が行なおれた。

とりおけ環境整備車業としての上水道は.合併当時大字久万町及び菅生の-部が給水されてい

るにすぎなかったが.現在各地区の主な集落に施設され全住民の半数がその恩恵に浴していろ

(篭る8表)

道路の整備については,国道5る号線の完全舗装を初め.町内主要県道の平坦地区が柏ついで

舗装されている。町道の拡張整備と相まって著しく向上したといえる。

つきに生活様式の向上では,竃化製品の普及が挙げられる。特にテレビの普及については,昭

和54年に約1 00戸の視聴世帯が, 45年現在.約2,1口ロ世帯と大陸に増加している。 (第

59表)

更に運輸通信関係て告ま,自家用自動車及び電話が著しく増加し,僻地の解消に役立っている

(第40.41衰)

篤58表 上水道布設状況

年度 給 水 戸 数 給 水 人 口 備 考 

S54年4月 294戸 1,5〇〇人 

S45年9月 1,5口9 5,86る 

籠59表 テレビ普及状況

I 年度 
視 聴 世 帯 世 帯 当 り 備 考 

Sる4年4月 9 7 与る戸に1台 

S45年9月 2.ロ96 1.5戸に1台 

第40表 竃話加入状況

年度 加入世帯 及事業所 
世 帯 当 り 備 考 

S54年度末 520 1ロ戸に1台 父二蜂共竃を含まない 

S45年8月現在 1,1ロ7 2.8戸に1台 父二峰共竃を含む 

籠41衰 自動車所有状況

S544.1 S42.12.51 
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